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― ICT の活用と個別支援の充実を通して ― 

県立衣台高等学校 大竹 生真 

１ 研究のねらい 

(1) 生徒の実態と課題 

研究対象の学級の特徴として、指示されたことには的確に取り組むことができる一方で、

創造的な問いに対して自分の考えを広げたり、協働的な学習の場面で主体的に関わったり

する点には課題が見られる。課題への取組も、与えられた量をこなすことにとどまり、地

理的な見方を広げたり、複数の事象を関連付けて考えたりするなど、学びを質的に深めよ

うとする姿勢は十分とは言えない。また、生徒間の学習の進み方には差があり、個別支援

が必要である。 

 (2) ねらい 

 生徒の実態と課題を踏まえ、以下のねらいをもって単元計画および実践を行った。 

① 個別の学習活動を基本とし、その過程において、段階的に対話の機会や、探究的な学 

習の場面を設定する。 

② 授業者が生徒一人一人の学習状況に応じた個別支援を行うことを重視する。 

③ 単元の始まりと終わりで生徒が学習の深まりを実感できるようにする。 

(3) 手だて 

(2)のねらいを実現するため、具体的に以下の手だてを講じた。 

① 単元の始まりと終わりに、グループ学習の機会を設け、ＩＣＴを活用し、生徒間でレポ 

ートを共有できるようにする。また、協働的な学びを促す問いをつくる。 

② ＩＣＴを活用したレポート作成を授業の軸とし、生徒の一人一人の学習状況に応じた 

 個別支援を行う。 

③ 活動の始まりと終わりで同じ国について調べ、地理的な見方を働かせて国や地域を多 

面的に見ることができたかを確認する。 

 

２ 研究の実際 

(1) 単元指導計画 

科目名 地理総合 学年・類型 ３年・文系理系 単位数 ２ 

単元名 

生活文化の多様性 

この単元は、「Ｂ 国際理解と国際協力」の「(1) 生活文化の多様性と国際理解」

に該当する。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

世界の人々の生活文化の特

色について、自然環境や社会

的条件との関わりに着目し

て理解している。 

世界の人々の生活文化につ

いて、地域の特徴や自然・社

会的条件との関係に着目し、

地理的な見方を働かせて考

察し、表現している。 

地理的な見方を働かせて、世

界の人々の生活文化の学習に

主体的に取り組み、学習の振

り返りを通して新たな視点を

見いだし、主体的に追究しよ

うとしている。 

次 授業のねらい・学習活動 

重点項目 

※1 評価方法 

知 思 主 

１ ねらい「世界の地域を調べ、学習の見通しを立てる」    ● ワークシート（レ



① 割り当てられた国について調べてまとめ、グループで

簡単に報告する。  

ポート）の記述  

２ 

ねらい「気候の特徴と人々の生活の結び付きを理解する」 

● ●  
ワークシート（レ

ポート）の記述  

② 雨温図の見方、世界の気候区分を理解する 

③～⑥ 気候区分ごとの植生と生活の結び付きを調べ、ま

とめる。  

３ 

ねらい「言語・宗教・歴史・産業と人々の生活・文化の結

び付きを理解する」  
● ●  

ワークシート（レ

ポート）の記述  ⑦～⑨ 言語・宗教・歴史・産業と生活・文化の結び付き

を調べ、まとめる。  

４ 

ねらい「地理的な見方・考え方を働かせ、地域についてま

とめる」  

 ○ 〇 
ワークシート（レ

ポート）の記述 

⑩～⑫ 割り当てられた国について、地形・気候・文化・

産業などの視点から重要視点を選び、まとめ直す。 

⑬～⑭ 地域ごとにレポートを集め説明し合い、追加情報

をまとめる。 

⑮～⑯ 発表を行い、他者発表から地域に対する理解を深

める。  

５ 
ねらい「活動を振り返る」  

  ● 振り返りシート  
⑰ 最初のレポートと比べて自身の成長を振り返る。 

 定期考査 ○ ○  定期考査 

※１ 指導に生かす評価には「●」、評定に生かす評価には「〇」 

 

(2) 第４次の評価基準（ルーブリック） 

 Ａ Ｂ Ｃ 

思考・判断・表現 

場所・自然などの地理的

な要素と人々の生活を

複数結び付け、まとめる

ことができる。  

場所・自然などの地理

的な要素と人々の生活

を一つ結び付け、まと

めることができる。  

場所・自然などの地理的

な 要 素 と 人 々 の 生 活 を

結び付け、まとめること

ができない。  

主 体 的 に 学 習 に 取

り組む態度 

自身のレポートから足

りない視点を見つけ、次

の課題への取組方を具

体的に示している。  

自身のレポートから足

りない視点を見つけて

いる。  

自 身 の レ ポ ー ト か ら 足

り な い 視 点 を 見 つ け る

ことができない。  

(3) 実践と成果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 上記のモデル図は、単元指導計画を表現したものである。図中の「別添１」から「別添

４」は各次の授業で活用したワークシートを示す。 

 

第１次(導入) 

・班分け 

・国調べ (別添 1) 

・班で情報共有 

(別添 2) 

第２～３次 

・教科書のまとめ 

・タブレットでの調べ学習 

(別添 3) 

第４次 

・再び国調べ→レポート 

・班で情報共有 (別添 2) 

・レポート発表 

振り返りシート (別添 4) 第５次 

比較・変化 

視点の広がり 広がった視点を生かす 



ア 第１次について 

 第１次では地域ごとに班を分け、班の中で生徒は自分の

担当国を決め、ワークシートＡ（別添１）を活用し調べ学

習を行った。生徒たちの中に元々ある国や地域の情報やイ

メージを共有し、その内容の不足を自覚しつつ第４次に向

かうための活動である。グループ学習で活用するワークシ

ートＢ（別添２）は第１次と第４次が比較しやすいように

構成した。 

イ 第２次と第３次の活動について 

 第２次と第３次では、生徒はレポートの作成を行った。生徒のレポート作成は、Teams の

課題配信を利用し、パワーポイントで作成したワークシートを各自で取り組んだ。生徒の

レポート例は、別添３の示す通りである。テーマは気候・言語・宗教・歴史・産業とし、

各テーマが終了するとワークシートＤ（別添４）に、「活動 01：世界の国々について調べ

てみよう」の担当国を記入した。 

 第２次、第３次内でのレポート作

成の際、資料１中のＱ４のような問

いをつくり、他者と情報共有する場

面を設けた。授業者は主に生徒へ個

別支援を行い、時折 Teams で編集途中

のファイルを閲覧しながら全体の進

捗状況や、個別の進み具合を確認し

た。 

 実際の生徒の取組を観察すると、

レポート作成の序盤にあたる第２次

（気候）の前半では進みが遅かったが、慣れてきた第３次では全員が効率的に作成してい

た。授業中は分からない点を他者に聞いたり、情報共有する時間で、自ら学習を進める姿

が見られた。 

資料１によると、生徒は、レポート作成を有意なものにできており、関連する疑問を出

し（資料１中のＱ３）、他者と共有する（資料１中のＱ４）ところまで至っている。 

一方でＱ３やＱ４で「寒そう（亜寒帯・寒帯）」「喉がかわきそう（乾燥帯）」などと書く

だけで、質的な深まりに至らなかった生徒も多かった。 

ウ 第４次の活動について 

 第４次では、第１次と同じグループで集まり、同じ国について調べ直した。この際、地

形、気候、言語などさまざまな視点で国を調べた後に、「地形→産業」、「歴史→言語」など

複数の視点のつながりを軸に、深くまとめるように指示を行った。また、ある程度まとめ

の方針が定まったところで班内の情報共有を行い、第１次でも活用したワークシートＢ（別

添２）に取り組んだ。その後、班員のレポートは ClassPad というクラウドサービスを使っ

て同じ作業エリアに集められ、地域全体に関する追加情報を書き込んで完成とした（次頁

資料２）。 

 

 

 

 

 

ワークシート(B) 

班で１枚  

Before After 

【資料１ レポート】  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 第４次の活動を通した生徒の変容について 

   (ｱ) グループでの変容 

資料３は、班での情報共有を行うワークシートＢ（別添２）の記述である。この班では、

地域のイメージは身近な「東アジア」ということもあり、事前事後で変化はない。しかし、

学習後の活動では、新たな視点で地域の特徴を考察しようしていることが分かる（資料３

網掛け）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２  ClassPad での共有】  

 

 

東アジアの鉱産資源の分布図 

【資料３ ワークシート（B）】  



(ｲ) 個人での変容 

 生徒①は、フィリピンについて調べた。資料４－１の事前レポートでは地図帳の情報を

並べたような内容にとどまっている。事後レポート（資料４－２）では、産業（農業）を

軸に歴史とのつながりや現在の社会課題とのつながりをまとめることで、その国を見つめ

る地理的な見方を広げたことを見取ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒②は、キューバについて調べた。生徒

②はキューバという国を知らないところか

らスタートし、調べても自身の価値観に響

くポイントを見つけられず、作業に詰まっ

ていた。結果、資料５－１の事前レポートで

は十分な分量を書くことができなかった。

そこで、アメリカとの関係や大陸との位置

関係のヒントを与え、資料５－２の事後レ

ポートでは言語と歴史を関連させてまと

め、アメリカとの地理的な位置関係の視点

も持つことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 個人レポート 

 

 

【資料４－１ 生徒①：フィリピン】  

【資料５－１ 生徒②：キューバ】  

【資料５－２ 生徒②：キューバ】  

キューバ周

辺 国 の地 図  

【資料４－２】  

フィリピンの

最 終 学 歴 の

割 合 のグラフ 

フィリピンの１ 人

あたりの GDP

推 移 のグラフ バナナの写

真  

著 作 権

者 への

配 慮 か

ら掲 載

不 可  

自 由 の

女 神 像

の写 真  



オ 第５次の振り返り  

ワークシートＤ（別添４）で、単元全体の振り返りを行った。 

資料６は前述の生徒①の記述である。「２」の項目で、レポート作成をどのような疑問か

ら始め、どのような視点を得たかを丁寧に記述できた。また、「３」の項目でも今後の展開

に産業と地形の関連を見い出すなど、具体的な反省ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の課題 

本実践の第１次と第４次の活動において、全ての生徒が複数の視点からグループで担当

する国を調べることができた。さらに、多くの生徒が複数の視点を関連付けて事後レポー

トをまとめることができた。しかし、一部の生徒が調べた情報を羅列するにとどまり、机

間支援の不足を感じた。自ら質問をする生徒ほど、助言を吸収しようとする姿勢が強いた

め、質問に応じる時間を見直し、発言せずに困っている生徒の支援に充てる時間を増す必

要がある。 

第２次・第３次の学習場面では対話や課題設定の活動を設定したが、第４次の学習場面

で、生徒が、それらを活用する姿が十分に見られなかった。また、生徒同士の教え合いの

雰囲気の醸成により、教員による個別支援は一定程度行えたものの、提出されたレポート

へのフィードバックなどを通して生徒の思考をさらに深める支援には至らなかった。そこ

で、フィードバックの在り方を見直し、問い返しを取り入れるとともに、再考や修正の機

会を授業内に位置付けたい。また、相互評価や評価規準の活用を通して、学習の過程を振

り返りながら理解を深める仕組みを整えることで、学習の質の向上を図りたい。 

第５次の振り返りでは「宗教と歴史」「言語と歴史」など特定の視点に偏る傾向も見られ

た。今後は、多面的な視点を促す指導とともに、学習の成長を表現させる振り返りの仕組

みを整える必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６ 生徒①：フィリピン】  


